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1-はじめに

近年､タイアライザーの高性能膜化や透

水性の向上､On- L IneHDFの施行

などの透析療法に､透析液の清浄化は欠か

せない項 目にな ってきた｡当院では､透析

室の新築移転で透析液の清浄化対策から､

エン ドトキシン (以下 ET)の低減化を達
成し､年数の経過とともに､それに伴う清

浄度維持管理対策を行 ってきた｡ しかし､

管理を徹底しても､末端ET濃度 を検出限

界以下に維持するのか難しく､更にライン

管理を徹底すべ<､新 しいパイピングシス

テムを導入したので報告する｡

2-概要

当院では､透析液配管にル ープ配管を使

用 している｡当院のループ配管は､供給装

置の後に ETカ ットフ ィルターを段け､各

コンソールに供給された後､カ ッ トフィル

ター前へ戻す方式である｡配管素材は遮光

型のテフロンライニング配管を使用し､ E

Tカ ッ トフィルターは､日機装社製カ ッ ト

ール (EF-01)を使用 している｡
しか し､長いループ配管には50箇所以
上の配管ジ ョイン トがあり､そのデ ットス

ペースにバイオフ ィルムが形成され､消奇

が確実 に行われず透析液の汚染の原因に在

っていると考えた｡
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図-1は従来のテフロン配管のジ ョイン

ト部である｡テフロン配管を使用 してもジ

ョイン ト部もすべてテフロンで行うことは

できず､どうしてもデ ッ ドスペースは避け

られなか った｡そこで､適切な透析液ライ

ン管理を行 うための配管 レイアウ トの原則

として､①デ ッ ドスペースを残さない｡㊨

接続､分岐は最小限にとどめる｡③配管の

材質は汚染 しにくい物を選択する｡④流霊

を確保する｡以上のような項目を更に徹底

させるべ<､ジョージフィッシャー社開発

による PVDF-BCF システムへの変更 を

検!寸､実行 した｡

3一方法

検討期間は､平成 14年 12月よりテフロ

ンライ二 ンク配管か ら PVI)F 配管 に変更

し､変更前後6ケ月間の検討を行 った｡

tsT濃度の測定は､各ループ配管系の入口､

中間､末端を測定ポイン トとし､和光純薬

の透析液用 リムルス試薬によ り測定した｡

透析液の鳩獲検査は 1ケ月毎に全コンソー

ルに実施 し､塘較方法は､ハー トインフ ュ
ージ ョン等天培地による混釈培善で行 った

ループ配管内流量､流速の測定は､軸流目

視型流JL計を用いて計測を行 った｡

4-特徴
pvDF配管は､フ ッ素樹脂材料クループに

凧する 2 フ ツ化樹脂/ポ リビニ リデンフル

オライ ドから造 られる添加剤を全く含まな

い熊垢な配管材料で､塩化 ビニールとフ ツ

化樹脂の両方の特性を持 った材質であり､

従来のテフロン配管と比較 しても､平面の

粗さ､磨耗t､ともに同等以上の摩れた素

材である｡
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BCF 工法は､接合部の優れた表面平滑性

を実現する ことができ､また､接着剤を使

用しない加熱溶融接合であるため､接着剤

からの溶出のIhl配はない｡

更に､PVI)F-BCF システム配管表面で

のバイオフ ィルムの成長傾向は､SUS316L

電解研磨仕上配管と比較しても小さく､ガ

ラスと同様､耐微生物性にも優れている｡

BCF 接合技術の原理は､円状 2分割の

加熱 ヒータを用い､規定tの熱=ネルギ ー

を接合するパイプや継手のエ ン ド部に正確

に与えるとともに､弾性のあるバルーンで

溶書面を内側か らバ ックアップすることで

内面ピー トをシャットアウ トするものある

熱可塑性の樹脂を最適な温度で融合し､

かつ最適な溶融圧力を保持することによ り

接合部は完全に溶融溶着ができる｡

図一2

図-2は､ P>DF配管をBCF酒著 し
たジョイン ト部の写真である｡いままで段

差のあったジョイン ト部はBC F酒害によ

り､配管内面の段差をなくすことに成功 し

た｡いままで透析装置 こと3箇所存在 して
いた分岐部は､直接的な透析装置への分岐

ラインのシリコン部分のみとなるBこれに

よりメインチューブは段差 ･つなぎ日のな

いス トレー ト配管状となり､配管抵抗の減

少も期待される｡

5-銘菓
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表- 1は､透析液 ET 値と培養検査結果

の推移を示 した ものである｡PVDF 配管

+BCF システムに変更後 1EU/L 以下を維

持しており若干の低下を示 した｡透析液の

培養検査では検出されなか った｡
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図-3は流量､流速の変化を示したもの

である｡流霊の変化はテフロンライ二ンク

配管では毎分 16リッ トルであったものが､

P>DF+BCF 配管では毎分26リッ トルで
約 1.6倍､流tの増加が見 られた｡一万
流速の変化はテフ0ンライニング配管では

秒速0.9- 1.5メートルであ ったものが､
P>DF+BCF 配管では秒速 1.4′-2.5
メートルと､1.5.-1.6倍に増大 した｡ こ
れらは P>DF+BCFシステムによ って配管

抵抗が少なくな った影響だと考えられる｡

また充分な配管流速が確保できたことによ

り､透析液の汚染防止対策にもつながった

と思われる｡

6-考察

従来か ら優れた配管材料 といわれている

テフロン素材の配管では､耐薬品性などは

優れているものの､透析液供給配管では伺

箇所 もの分岐部 を必要 とするため､テフロ

ンのみで配管を構成することは不可能であ

る｡従 って､チ ューブ接続部のデ ッ ドスペ

ースが汚染源になると考え られる｡また､

配管内の接続部による内径の変化から配管

抵抗が増加 し乱流力†生 じ､流速の低下と共

に汚染を引き起 こす原因とも考えられる｡

今回の P>DF素材の配管では､テフロン

素材 と同等の優れた索材にプラス して､熱

可塑性を利用 した漕曽技術によ り､接合部

段垂のない配管 システムを構築できた｡ こ

のことが､透析液清浄化 を維持管理する上

で､配管内デ ッ ドスペースの排除､停滞箇

所の排除な ど､基本的な清浄化対策に沿 っ



た配管システムと位置つけることが出来た

のではないかと考えられる｡PVDF配管の

短期的な効果としては､ETの債下傾向や
配管内流速の向上などがみ られているが､

実際の効果としては長期的な検討を行う必

要があると言える｡

7-まとめ
1､新 しい配管材料であるPVDF配管

と接合部に段差のないBCF溶着工法との

組み合わせは､透析液の清浄化対策として

のライン管理に不可欠な要素と考えられる｡

2､透析液清浄化対策は､水処理装置か
らカプラまでの トータルシステムとして細

部に渡った管理が必要と考えられる｡
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